
第１回千葉県感染症対策連携協議会 意見等要旨 

 

令和５年８月８日(火)午後６時～午後７時５分 

千葉県庁本庁舎５階特別会議室 

 

１ 千葉県感染症対策連携協議会の設置について 

（１）千葉県感染症対策連携協議会運営要綱（案）について 

事務局から資料１について説明 

（２）会長・副会長の選出について 

  互選により、会長に青墳委員、副会長に入江委員を選出。 

 

２ 感染症対策に関する現状と課題について 

（１）説明 

  事務局から資料２－１、２－２、２－３について説明。 

（２）委員意見 

 〇座長 

  只今の事務局からの説明について、意見等あるか。 

 〇委員 

  昨年度末、新型コロナ対策の取りまとめを行った。 

  今回、国から都道府県が作成した予防計画に即して保健所設置市も予防計画を策定

することが求められていることから、取りまとめ等を踏まえ、保健所設置市と県との

関係性についてお話したい。 

  本市は東京近辺にあるので、昔の新型インフルエンザもそうだったが、結構早い時

期からクラスター等が出た。その中で、県との財源等の調整がスムーズにいかず、迅

速な対応が難しく苦慮したことがあった。例えば、コロナに関する①病床確保支援事

業②コロナ患者等入院受入医療機関緊急環境整備事業③コロナ感染症相談センター

受電業務等に係る労働者派遣事業④宿泊施設の設置及び各種運営にかかる運用変更

⑤県から市内医療機関への入院調整の情報連携 等である。 

  情報の共有化がうまくできていなかった点等、反省すべきだと考えており、今後、

県と保健所設置市の業務の役割分担等について、しっかりと決めていくべきだと思

う。 

  最後にまとめとして、今後予防計画を策定する上でも、県との調整に時間を要する

ことで、現場の対応が着手できなくなることがない様に、地域の発生状況に応じて柔

軟な対応が取れる医療提供体制のスキームを記載する等、配慮いただきたい。 

 〇委員 



  今回設置するこの協議会の１つの目的でもあるが、県・保健所設置市・医療機関・

消防等も含む関係機関と日頃から顔の見える関係を築き、さらに連携していける体

制が作れることを期待している。 

  今後どう対応していくべきかについては、こういった協議会等で、いざ深刻な感染

症が発生した際に必要な業務を速やかにできる体制とはなにか等、ご意見を伺いな

がら検討していきたい。 

〇委員 

 新型コロナウイルス感染症の水際対策強化にあたって、様々なご協力をいただき、

この場を借りてお礼申し上げる。 

 ご承知のことと思うが、検疫所においては外国から戻られてくる方の感染がわかっ

た際に、検疫法により隔離等としての入院といったケースがある。 

 コロナの場合その対策が非常に長引き、病床の調整の関係で、県にも助けてもらっ

た。今後も、検疫所等で入院させなければならないケース、県で入院させなければな

らないケースが重なる場面もあると思う。病床の調整について、県及び保健所設置市

に相談したいことも多数でてくると思うので、協議会に随時参加し、皆様のご意見を

伺いたいと思っている。 

 県内には複数の検疫所（支所）が存在していることを踏まえてご相談していきたい。 

〇座長 

 千葉県コロナの課題等について、お話しいただいた。 

 他に御意見等あるか。 

 

【異議等なし】 

 

３ 予防計画策定部会の設置について 

（１）説明 

事務局から資料３について説明。 

（２）委員意見 

〇委員 

 各部会の構成員について、現時点で具体的なメンバーは決まっているのか。 

〇事務局 

今後部会長とも相談しながら、構成を検討していきたい。少なくとも保健所設置市 

については、すべての部会に委員として参加していただくことになる。 

 

４ 今後のスケジュールについて 

（１）説明 

事務局から資料４について説明 



（２）委員意見 

【異議等なし】 

５ その他 

（１）説明 

事務局から資料５について説明 

（２）委員意見 

〇座長 

病床を確保した発熱外来の場合、第１種指定医療機関と第２種指定医療機関両方の

指定となり得るのか。 

〇事務局 

なり得る。 

〇座長 

了解した。皆様、御協力よろしくお願いしたい。 

本日予定されていた議事については全て終了したが、その他御意見等あれば御発言

ください。 

 〇委員 

  皆さんのお話しを伺いながら、２つ考えていた。 

  今から十数年前に新型インフルエンザが流行りその際様々な対応を行った。 

十年以上経つと、お互いの体制が変わって、当時の対応を生かせないということもあ

る。今回のような協議会等を用いて記録を残していくのは良い事だと思う。どのよう

な感染症が起こるか想定が難しい中で、計画を精密に作ると身動きがとれないなんて

こともでてくると、平時からこうやって連携をとり、新興感染症発生時に円滑な対応

をとれるようにしておくことが大事。 

    ２点目として、コロナを振り返り反省点を踏まえて計画を策定していくとのことだ

が、良いこともたくさんあったと思う。不安な中、みんなで立ち向かった。そういっ

た点を、しっかり記録して欲しい。 

 〇事務局 

    今後も皆様のご意見を伺いながら、予防計画の策定に向け検討を進めて参りますの

で、御協力よろしくお願いします。 

  本日はどうもありがとうございました。 


